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○社会基盤等の整備に関心のある方を対象とし、「旬な現場」（今しか見られない工事現場）や各施設等の紹介
に加え、河川、道路、港湾整備等の必要性、災害対応等についても説明する会

○第２回（平成26年7月23日）は、テーマを「港」とし、名古屋港の役割や歴史、防災対策などについて説明を行
った後、「翔龍」「第三明竜」の２隻の船に乗り込み、船上から防波堤の整備状況や、物流の要であるコンテナ
ターミナルなどを見学しました。また、停泊中の「清龍丸」の間近まで近づき、浚渫や油回収、災害支援などの
役割についても説明を行いました。

３．中部地整の取り組み (3)広報 ②大人の社会見学会

■見学会概要

日 時 ： 平成26年７月23日（水）
13：00～16：00

場 所 ： 名古屋港弥富ふ頭
現場事務所インフォメーションセ
ンター

参加者：１９名（男性13名、女性6名）
※本回は37歳～75歳の方が参加

【 座 学 】

名古屋港の役割、歴史にくわえ、防災
対策などの社会資本整備・保全の必要性
について説明
（約３０分）

【 現場見学 】
港湾施設や防災施設等を船上より見学
（約２時間）

【座学の様子】

●座学

●船上からの見学

【船内での説明の様子】

【熱心に耳を傾ける参加者】

【コンテナターミナルの見学】 12

１４

国土交通省中部地方整備局３．中部地整の取り組み (３)広報 ③出前講座の開催

○学校関係への出前講座の実施○学校関係への出前講座の実施

国土交通省中部地方整備局の職員が津波・地震などの災害対応における
建設業の役割などを内容とする出前講座を中学、高校を対象に実施。

（内容）
動画を交えたパワーポイントによる講義
・東日本大震災の際の緊急対応
・南海トラフ巨大地震へ備える
・防災活動における建設業者の役割
・建設工事の紹介 等

（イメージ）

（11/10）建設通信新聞

（講座の様子）

（中部地方整備局）

10月23日 愛知県 愛知県立丹羽高等学校 40人

11月5日 愛知県 東海市立富木島中学校 370人

11月7日 静岡県 静岡県立静岡聴覚特別支援学校 15人

12月4日 愛知県 豊橋市立本郷中学校 40人

12月8日 愛知県 名古屋市立はとり中学校 80人

12月10日 愛知県 学校法人名古屋電気学園　愛知工業大学名電高等学校 60人

12月17日 愛知県 学校法人名工学園　名古屋工業高等学校 70人

1月28日 愛知県 愛知県立一宮北高等学校 700人

2月2日 愛知県 愛知県立知多翔洋高等学校 280人

3月11日 愛知県 豊川市立西部中学校 440人

3月12日 愛知県 愛知県立半田工業高校 29人

受講者数

平成26年度　出前講座開催状況

開催日 地区 学校名
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３．中部地整の取り組み(４)-①中部圏建設広報ネットワーク協議会への協力

平成26年度 中部圏建設広報ネットワーク協議会 広報戦略

９

○建設若者塾○建設若者塾

建設業界に入職した者の地域内交流、ネットワークづくりを目的として、3年以
内の若年建設業従事者を対象とした研修会を実施。
平成26年10月3日(金)～10月4日(土） 開催 45名参加

○休日休工の促進○休日休工の促進

○求人情報における取組○求人情報における取組

各企業の求人において企業情報として中部圏で統一したキャリアパスを作成。

○学校関係への出前講座の実施○学校関係への出前講座の実施

津波・地震などの災害対応における建設業の役割を内容とする出前講座を
中学、高校を対象に実施。
・東日本大震災の際の緊急対応
・南海トラフ巨大地震へ備えるインフラ整備
・防災活動における建設業者の役割
各県労働局、教育委員会等を通じて小・中学校、高校に講座開催を周知。
（愛知県、静岡県内で11校実施）

○広報用DVD作成○広報用DVD作成

○Webサイトを活用した発信等○Webサイトを活用した発信等

中部地方整備局HPに下記バナーを設置し、中部圏建設広報ネットワーク
協議会のフェイスブックにて中部の建設業に興味のある方に対して情報を
発信中。
（https://www.facebook.com/chubu.kpin）

（週休2日・工程調整綿密対応工事の試行中）

（平成26年6月25日決定）

中高生向けに、建設業のイメージを伝える短時間(10分程度)の広報用DVDを
作成中。
（苦労話、やりがいを話すインタビュー、女性の活躍など、中高生が興味を持つ内容・長さ
のものを作成）

中部地方整備局管内（岐阜県、静岡県、愛知県、三重県）の各
県建設業協会等が、広報戦略を効果的に進め、建設業の魅力
を発信し、入職促進を図る目的で平成２５年１１月に設立した協
議会。行政機関はオブザーバーで参加している。

（平成25年11月25日設置）

休日休工を目指した事業として中部地方整備局発注工事で3件契約。

愛知県建設業協会

静岡県建設業協会岐阜県建設業協会

三重県建設業協会

日本建設業連合会 中部支部

建設産業専門団体中部地区連合会

中部地方整備局 愛知労働局

愛知県建設部

構成員

オブザーバー

平成25年11月25日 第1回会議 設置
平成26年 2月27日 第2回会議 関係者からの聞き取り結果の報告

及び対策案の検討
平成26年 6月25日 第3回会議 26年度広報戦略の決定
平成26年12月25日 第4回会議 27年度広報戦略の一部決定

これまでの活動

中部圏建設広報ネットワーク協議会

構成
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３．中部地整の取り組み (4)-②建設若者塾の開催

趣 旨 管内各県建設業協会等の広報戦略を効果的に進める目的で、
平成25年11月に設立した中部圏建設広報ネットワーク協議会が、
若年者を対象に建設業の職業観・就労意識の形成・向上を図り
つつ、若者同士の交流・ネットワークづくりを促進することを目的
として「建設若者塾」を開催した。

日 時 平成２６年１０月３日(金)～４日(土)
参加者 愛知・静岡・岐阜・三重の若手建設従事者４５名（内訳は下表）
内 容 １日目 ○局長講話

○建設業で働くことの社会的意義の理解（講義）
○建設業で本当にあった心温まる物語の共有（グループディスカッション）
○ダントツすご技職人になるための計画作成（グループディスカッション）
○親方への感謝の手紙（グループディスカッション）
○交流会（腕相撲大会など）

２日目 ○NEXCO管制センター、名古屋城本丸御殿建設現場などの現場見学
報 道 朝日新聞(10/4)、中日新聞(10/8)、建設専門紙、三重テレビ(10/20放映)等

朝日新聞(10/4 朝刊）

（局長講話）

（交流会）

土木 型枠大工 鉄筋 塗装 鳶 左官 タイル

岐阜県 11人 8人 2人 1人

静岡県 8人 5人 2人 1人

愛知県 19人 7人 4人 2人 1人 2人 1人 1人 1人

三重県 7人 4人 3人

合計 45人 19人 14人 5人 2人 2人 1人 1人 1人

参加者内訳 人数計
職種別

監督
技能職

国土交通省中部地方整備局

（グループ
ディスカッション）
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